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小 論 文 

 

(時間：60 分) 

 
 
 
 
注意事項 
1 試験開始の合図があるまで、問題冊子の中を見てはいけません。 
2 問題冊子は７ページ、解答用紙は２枚です。 
3 問題冊子の印刷不鮮明、落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気づいた場合は手を上げて

監督員に知らせてください。 
4 問題冊子の余白は適宜利用してかまいません。 
5 解答は、全て解答用紙の所定の欄に、横書きで記入してください。また句読点も１字と

して１マスに記入してください。 
6 試験終了後、解答用紙を回収するので監督員の指示に従ってください。問題冊子は持ち

帰ってください。 
 
 
 



 

以下の文章を読んで設問に答えなさい。    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問１ 下線部１）の具体的な内容を文中から５つ答えなさい。 
 
 
問２ 下線部２）の内容は、何を表しているか。該当する内容の記号を１つ選びなさい。 
 
 ａ．生きる価値を感じないと答えた子どもが 17％もいた。 
 ｂ．子どもたちを取り巻く社会が大きく変化している。 
 ｃ．親も教師も教育の方法を模索し続けている。 
 ｄ．被害者妄想ストーリーを延々と話す。 
 ｅ．さらに被害者意識を強化する。 
 
 
問 3 下線部３）のうまくいかなかった理由を文中の言葉を用いて３つ答えなさい。 
 
 
問４ 下線部４）の問いかけに対して、文中の言葉を用いて 60 字以内で答えなさい。 
 
 
問５ 下線部５）の５つの「みる」について、各々に該当する内容の記号を選びなさい。 

(重複回答不可) 
 

見る（  ）         a. 見学・見物する。観察する。観覧する。 
視る（  ）         b. 見守る。世話をする。介護する。 
診る（  ）         c. 視覚によって、色や形、状態、様子をみる。 
観る（  ）         d. 健康状態を調べて判断する。 
看る（  ）         e. みる力。注意してみる。注視。凝視。 

著作権保護の観点から掲載しません。 

桑原朱美：保健室から見える親が知らない子どもたち,青春出版社,2021(一部改変) 



 

問６ 著者が下線部６）と考える理由を文中の言葉を用いて 30 字以内で答えなさい。 
 
 
問７ 下線部７）の方針とは何か。文中の言葉を用いて 50 字以内で答えなさい。 
 
 
問８ 下線部８) の保健室の存在価値について、文中から３つ答えなさい。 
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